
ご
あ
い
さ
つ

常
楽
寺
の
名
宝

常
楽
寺
の
名
宝

主
催
　
常
楽
寺
美
術
館

後
援
　
上
田
市
、
上
田
市
教
育
委
員
会
、
別
所
温
泉
観
光
協
会
、
上
田
電
鉄
株
式

会
社
、
株
式
会
社
上
田
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
、
週
刊
上
田
新
聞
社
、
信
州
民
報
社
、

東
信
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社

令
和
七
年
八
月
一
日
（
金
）
〜 

十
二
月
二
十
五
日
（
木
）

開
館
時
間
　
午
前
九
時
〜
午
後
四
時

て
ん
ち
ょ
う

  

じ  

か
く 

だ
い  

し 

え
ん 

に
ん

 

し
ゅ
ほ
う

だ
い 

は
ん
に
ゃ
き
ょ
う

あ
し 

か
が 

た
か
う
じ

ふ
た  

み

り
ょ
う
か
く

さ
び
う
る
し

つ
が

 

あ   

わ

お
お 

や
ま 

じ

  

ぬ   

し

じ
ょ
う

さ
く

か
い 

ば
ん

か
ん 

お
う

  

か  

え
ん

  

け          

ぼ

　
令
和
七
（
二
〇
二
五
）
年
、
北
向
観
音
と
常
楽
寺
は
、
開
創
千
二
百
年
を
迎
え
ま
す
。

　
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
初
期
の
天
長
二
（
八
二
五
）
年
、
常
楽
寺
の
裏
山
に
火
坑
が

出
現
し
ま
し
た
。
同
年
十
月
二
十
五
日
、
比
叡
山
延
暦
寺
の
慈
覚
大
師
円
仁
が
朝
廷
の
命
に

よ
っ
て
修
法
す
る
と
、
火
坑
か
ら
紫
雲
が
た
な
び
き
、
火
焔
と
と
も
に
金
色
の
千
手
観
音
菩

薩=

北
向
観
音
が
飛
翔
し
、
北
向
山
の
桂
の
木
の
梢
に
留
ま
っ
た
、
と
伝
え
ま
す
。

　
慈
覚
大
師
は
、
千
手
観
音
菩
薩
の
出
現
霊
地
に
常
楽
寺
を
、
北
向
山
の
桂
の
地
に
北
向
観

音
堂
を
開
創
。
以
来
、
常
楽
寺
は
天
台
教
学
の
拠
点
と
し
て
、
北
向
観
音
は
、
現
世
衆
生
救

済
の
祈
願
寺
と
し
て
繁
栄
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
記
念
す
べ
き
年
、
北
向
観
音
で
は
前
立
本
尊
御
開
帳
を
開
催
し
、
本
館
で
は
企
画
展

「
常
楽
寺
の
名
宝
」
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

企
画
展
「
常
楽
寺
の
名
宝
］
展
示
作
品
の
御
案
内

企
画
１
　
大
般
若
経
箱

　「
足
利
尊
氏
願
経
」
の
大
般
若
経
を
納
め
る
こ
の
箱
は
、
蓋
身
と
も
稜
角
の
部
分
を
帯
状

に
一
段
削
り
込
ん
で
錆
漆
を
ほ
ど
こ
し
、
黒
漆
を
塗
布
す
る
が
、
こ
れ
は
奈
良
時
代
以
来
箱

や
栂
の
類
に
行
わ
れ
た
伝
統
的
木
工
手
法
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
防
湿
と
と
も
に
装
飾
を
兼
ね

た
。
箱
の
墨
書
銘
に
よ
り
、
経
箱
は
大
永
七(

一
五
二
七
）
年
八
月
、
安
房
国(

千
葉
県)

大
山
寺
の
大
般
若
経
一
部
六
百
巻
の
容
器
と
し
て
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
判
る
。
銘
文
に
は
さ

ら
に
、
願
主
に
加
え
大
工
・
塗
師
な
ど
参
画
し
た
工
人
の
名
も
記
し
て
い
る
。

企
画
２
　
大
般
若
経
巻
十
一
【
写
真
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
提
供
】

　
大
山
寺
に
伝
来
し
た
大
般
若
経
で
、
版
本
四
百
四
十
四
帖
と
写
本
百
五
十
六
帖
が
六
合
の

箱
に
納
め
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
巻
十
一
（
版
本
）
に
は
次
の
よ
う
な
願
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
　
大
般
若
経
一
部
六
百
巻
／
為
宿
願
開
板
畢
／
観
応
三
年
九
月
十
五
日
／
正
二
位
源
朝
臣

       
尊
氏

　
観
応
三(
一
三
五
二
）
年
に
源
朝
臣
尊
氏=

室
町
幕
府
初
代
将
軍
足
利
尊
氏
が
記
し
た

願
文
で
、「
足
利
尊
氏
願
経
」
と
通
称
さ
れ
て
い
る
。
尊
氏
は
、
自
ら
写
経
し
、
京
や
鎌
倉

の
諸
寺
院
に
命
じ
て
一
切
経
を
書
写
さ
せ
て
も
い
る
。

企
画
３
　
不
動
明
王
線
刻
鏡
像

　
像
は
、
右
手
に
剣
、
左
手
に
索
を
持
っ
て
、
火
炎
に
包
ま
れ
な
が
ら
岩
座
上
に
坐
る
。
ま

ず
銅
板
に
蹴
り
彫
り
の
手
法
で
像
容
を
線
刻
し
、
裏
か
ら
像
容
部
分
を
打
ち
出
し
て
肉
づ
け
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ふ

企
画
９
　
絹
本
著
色
綱
敷
天
神
像
　
御
開
帳
特
別
展
示

　
政
略
に
よ
り
、
京
の
都
か
ら
九
州
太
宰
府
に
左
遷
さ
れ
る
菅
原
道
真
を
描
く
。
都
を
下
る

船
中
で
、
敷
物
も
な
く
、
舟
を
係
留
す
る
綱
を
敷
く
、
無
念
と
怒
り
の
表
情
で
あ
る
。
そ
れ

で
も
束
帯
姿
で
笏
を
執
り
、
威
儀
を
保
っ
て
い
る
。
背
景
に
梅
の
枝
を
配
す
る
描
写
は
巧
み

で
あ
り
、
と
く
に
面
貌
の
細
墨
線
に
よ
る
肉
線
や
表
情
は
優
れ
て
い
る
。

企
画
　
　
絹
本
墨
画 

布
袋
・
花
鳥
図
　
御
開
帳
特
別
展
示

　
狩
野
探
幽
の
墨
画
は
、
桃
山
時
代
の
豪
壮
な
画
風
か
ら
一
転
し
、
余
白
を
大
胆
に
取
り
入

れ
た
、
瀟
洒
で
洗
練
さ
れ
た
画
風
を
特
徴
と
す
る
。
描
か
れ
た
対
象
の
周
り
に
広
々
と
し
た

余
白
を
設
け
、
空
間
の
広
が
り
や
奥
行
き
を
表
現
し
、
か
つ
、
墨
の
濃
淡
を
巧
み
に
使
い
分

け
る
こ
と
で
、
遠
近
感
や
光
の
加
減
を
表
現
し
て
い
る
。

企
画
　
　
算
額

　
斎
藤
善
兵
衛
は
、
上
田
市
に
生
ま
れ
た
関
流
数
学
者
で
あ
る
。
関
流
始
祖
の
関
孝
和
は
、

江
戸
時
代
前
期
〜
中
期
の
和
算
家
で
あ
る
。
筆
算
式
の
代
数
学
や
方
程
式
の
研
究
、
行
列
式

の
発
見
、
円
に
関
す
る
数
式
の
樹
立
な
ど
、
日
本
独
自
の
数
学
で
あ
る
和
算
を
確
立
し
た
。

こ
の
絵
馬
は
文
政
十
一(

一
八
二
八)

年
に
善
兵
衛
が
奉
納
し
た
体
積
を
求
め
る
額
で
あ
る
。

企
画
　
　
観
音
の
歌

　
加
舎
白
雄
は
、
元
文
三(

一
七
三
八)

年
、
上
田
藩
士
の
家
に
生
れ
る
。
松
尾
蕉
風
の
世

界
を
正
統
に
継
承
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
正
岡
子
規
は
「
安
永
・
天
明
期
に
お
け
る
老
子
」

と
評
し
て
い
る
。
諸
国
歴
遊
の
後
、
上
田
に
帰
り
、
江
戸
と
上
田
を
往
来
し
な
が
ら
俳
諧
の

道
に
精
進
す
る
。
小
林
一
茶
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
も
い
わ
れ
る
。

企
画
　
　
紅
葉
狩

　
葛
飾
北
斎
は
八
十
四
歳
と
八
十
七
歳
の
二
回
、
信
州
小
布
施
に
滞
在
し
た
と
い
わ
れ
、
こ

の
図
は
こ
の
頃
の
作
と
思
わ
れ
る
。
常
楽
寺
や
戸
隠
に
伝
わ
る
「
鬼
女
紅
葉
伝
説
」
の
一
場

面
で
、
鬼
女
の
面
相
と
い
い
、
平
維
茂
の
手
足
の
筋
肉
の
盛
り
上
が
り
と
い
い
、
北
斎
独
特

の
線
描
で
、
鬼
気
迫
る
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。

企
画
　
　
井
崗
山
之
頌

　
中
国
の
長
江
南
岸
に
聳
え
る
井
崗
山
と
山
上
の
記
念
碑
を
描
く
。
一
九
二
七
年
毛
沢
東
が

拠
点
を
築
い
て
以
来
、
革
命
聖
地
と
な
っ
て
い
る
。
本
作
は
、
古
い
山
水
図
の
画
法
・
形
式

と
は
異
な
り
、
構
図
や
山
・
樹
木
の
描
き
方
も
実
景
か
ら
き
て
い
る
。
製
作
技
法
は
「
抱
石

皺
」
と
い
う
傅
抱
石
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
中
国
水
墨
画
界
で
最
高
の
評
価
を
得
た
抱
石
の

遺
作
で
、常
楽
寺
本
堂
の
襖
絵
を
描
い
た
抱
石
の
子
傅
益
瑶
と
の
縁
で
当
寺
に
奉
納
さ
れ
た
。

を
行
い
、
立
体
惑
を
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
線
刻
打
ち
出
し
鏡
像
は
、
平
安
時
代
の
末
頃

か
ら
流
行
し
、
本
作
の
手
法
も
古
様
で
あ
り
、
そ
の
先
例
と
な
る
遺
品
と
い
え
る
。

企
画
４
　
誕
生
釈
迦
仏
立
像

　
誕
生
仏
は
銅
像
が
多
い
が
、
ヒ
ノ
キ
の
一
材
か
ら
彫
出
し
て
い
る
。
台
座
底
面
墨
書
の
永

雲
寺
、
南
都
大
仏
師
浄
心
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
本
作
は
奈
良
時
代
の
東
大
寺
大
仏
開
眼
供

養
の
銅
造
誕
生
釈
迦
仏
立
像
の
二
分
の
一
サ
イ
ズ
の
模
刻
で
、
細
部
ま
で
忠
実
に
再
現
し
て

い
る
。
こ
の
時
期
の
東
大
寺
は
永
禄
十
（
一
五
六
七
）
年
の
兵
火
で
焼
亡
し
た
大
仏
の
復
興

期
に
あ
た
り
、
山
田
道
安
に
よ
っ
て
大
仏
の
顔
が
銅
板
で
補
修
さ
れ
、
仮
屋
が
建
て
ら
れ
て

い
た
。
墨
書
の
天
正
二(

一
五
七
四)

年
四
月
八
日
は
本
像
と
復
興
さ
れ
た
大
仏
の
開
眼
と

い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

企
画
５
　
塩
田
陸
奥
守
北
条
国
時
像

　
北
条
国
時
は
鎌
倉
時
代
末
の
塩
田
北
条
氏
の
２
代
目
で
、
父
は
極
楽
寺
流
の
分
流
で
塩
田

流
始
祖
の
北
条
義
政
で
あ
る
。
国
時
は
、
北
向
観
音
堂
な
ど
を
修
理
し
た
と
伝
わ
る
。
元
弘

三
（
一
三
三
三
）
年
鎌
倉
北
条
氏
が
新
田
義
貞
に
攻
め
ら
れ
た
時
に
、
鎌
倉
に
馳
せ
参
じ
、

そ
の
折
、
死
を
覚
悟
し
て
形
身
に
刻
ん
だ
自
刻
の
像
と
い
わ
れ
る
。

企
画
６
　
聖
観
音
菩
薩
画
像

　
高
い
台
座
と
長
身
の
観
音
が
図
面
い
っ
ぱ
い
に
描
き
出
さ
れ
、
す
ら
り
と
し
た
姿
勢
や
円

満
な
顔
付
か
ら
、
天
平
時
代
の
彫
刻
を
見
て
描
い
た
と
思
わ
れ
る
。
中
世
以
来
、
観
音
信
仰

は
全
国
的
に
広
が
り
、
西
国
三
十
三
所
札
所
を
は
じ
め
、
著
名
な
観
音
霊
場
を
巡
拝
す
る
風

が
盛
ん
と
な
っ
た
。
描
線
・
彩
色
と
も
着
実
で
あ
る
。

企
画
７
　
如
意
輪
観
音
菩
薩
画
像

　
岩
座
上
の
月
輪
中
に
如
意
輪
観
音
像
を
表
し
、
そ
の
下
方
に
は
山
中
に
修
行
す
る
僧
と
、

そ
れ
を
二
鬼
神
形
が
礼
拝
す
る
様
を
表
す
。
僧
形
は
、
西
の
比
叡
山
と
称
さ
れ
る
岡
山
県
の

書
写
山
円
教
寺
の
開
山
、
性
空
上
人( 

九
一
〇
‐
一
〇
〇
七) 

を
表
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

如
意
輪
観
音
は
、
性
空
の
弟
子
・
安
鎮
が
同
寺
に
開
い
た
如
意
輪
堂
の
本
尊
と
考
え
ら
れ
る
。

企
画
８
　
天
台
大
師
画
像

　
中
国
の
天
台
大
師
智
顗
（
五
三
八
〜
五
九
七
）
は
、
天
台
法
華
の
教
義
を
学
び
、
天
台
山

に
あ
っ
て
大
乗
経
典
を
宣
布
し
た
。そ
の
教
え
は
中
国
仏
教
の
最
高
峰
と
仰
が
れ
、「
震
旦（
中

国)

の
釈
迦
」
と
も
称
さ
れ
た
。
描
い
た
吉
山
明
兆(

一
三
五
一
〜
一
四
三
一
）
は
、
南
北

朝
か
ら
室
町
初
期
の
京
都
東
福
寺
の
僧
で
、
宋
元
画
を
学
び
、
強
い
墨
の
描
線
と
濃
い
色
彩

も
調
和
さ
せ
た
人
物
画
を
得
意
と
し
た
。
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企
画
　
　
　
騎
象
普
賢
菩
薩
像
・
騎
獅
文
殊
菩
薩
像

　
釈
迦
の
右
脇
侍
で
あ
る
文
殊
菩
薩
が
獅
子
に
乗
っ
た
姿
と
左
脇
侍
で
あ
る
普
賢
菩
薩
が
白

象
に
乗
っ
た
姿
を
描
く
。
棟
方
志
功
は
、
昭
和
四
十
七(

一
九
七
二)

年
、
た
ま
た
ま
訪
れ

た
常
楽
寺
で
半
田
孝
淳
と
出
会
い
、
石
造
多
宝
塔
に
感
激
し
、
孝
淳
に
戒
名
を
依
頼
す
る
。

そ
ん
な
縁
か
ら
、
常
楽
寺
に
は
本
作
の
ほ
か
、
十
点
余
り
の
志
功
の
書
簡
や
作
品
が
伝
わ
る
。

企
画
　
　
劉
備
壇
渓
渡
河
図

　
題
材
は
中
国
の
「
三
国
志
」
に
よ
る
。
劉
備
と
愛
馬
的
臚
が
一
体
と
な
り
、
檀
渓
の
激
流

に
飛
び
込
も
う
と
す
る
一
瞬
の
場
面
を
描
く
。
画
面
は
右
上
か
ら
左
下
へ
の
斜
め
構
図
で
、

動
き
の
あ
る
人
馬
一
体
の
描
写
は
み
ご
と
で
あ
る
。
目
を
閉
じ
天
運
に
ま
か
せ
る
劉
備
の
表

情
、
荒
れ
狂
う
激
流
の
彼
方
を
み
つ
め
る
的
臚
の
不
安
気
な
眼
は
印
象
的
で
あ
る
。
さ
ら
に

檀
渓
の
激
流
、
波
頭
の
表
現
な
ど
は
、
北
斎
の
技
法
に
共
通
す
る
点
が
認
め
ら
れ
る
。

企
画
　
　
聖
観
音
菩
薩
画
像

　
半
田
孝
海
が
、
延
暦
寺
か
ら
拝
領
し
た
も
の
と
伝
え
る
。
宝
石
を
散
り
ば
め
た
豪
華
な
冠

を
載
せ
、
左
手
に
蓮
華
を
執
り
、
右
手
は
膝
上
に
垂
れ
、
結
跏
趺
座
す
る
聖
観
音
菩
薩
を
描

い
て
い
る
。
頬
張
り
の
強
い
丸
顔
、
や
や
厳
し
い
表
情
を
示
す
目
鼻
、
引
き
し
ま
っ
た
口
も

と
、
ま
た
体
部
の
的
確
な
表
現
な
ど
、
全
体
に
緊
張
感
と
迫
真
感
が
あ
ふ
れ
、
剥
落
や
後
世

の
補
筆
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
鎌
倉
時
代
の
仏
画
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

企
画
　
　
愛
染
明
王
画
像

　
愛
染
明
王
は
、平
安
時
代
初
期
に
日
本
へ
伝
え
ら
れ
た
。
当
初
は
息
災
延
命
の
仏
と
し
て
、

中
世
以
降
は
縁
結
び
、
近
世
か
ら
は
恋
愛
の
本
尊
と
し
て
庶
民
の
信
仰
を
集
め
た
。
全
身
の

赤
色
は
愛
欲
煩
悩
を
あ
ら
わ
し
、
頭
上
に
獅
子
頭
の
冠
を
の
せ
、
憤
怒
相
を
表
し
、
六
臂
に

持
物
を
執
っ
て
い
る
。
周
囲
も
赤
く
彩
ら
れ
、
火
焔
が
金
泥
で
描
か
れ
る
。
本
作
は
、
色
彩

が
鮮
や
か
で
多
彩
で
あ
る
。
制
作
年
代
は
表
現
様
式
か
ら
室
町
時
代
後
半
と
み
ら
れ
る
。

企
画
　
　
藤
娘
と
鬼
の
念
仏

　
窪
俊
満
は
江
戸
時
代
後
期
の
浮
世
絵
師
で
あ
る
。
本
作
品
は
肉
筆
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

天
明
末
期
か
ら
文
化
期
（
一
八
〇
四
～
一
八
一
八
）
に
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
二

人
の
人
物
は
、
大
津
絵
の
主
題
で
あ
る
「
藤
娘
」
と
「
鬼
の
念
仏
」
で
、
藤
娘
に
寄
り
か
か

ら
れ
て
大
き
く
目
を
見
開
い
た
鬼
の
念
仏
の
表
情
か
ら
は
、
照
れ
て
所
在
な
さ
げ
な
心
情
が

伝
わ
る
。

常
設
展
　
展
示
作
品
の
御
案
内

常
設
１
　
北
向
山
厄
除
千
手
観
世
音
火
坑
出
現
図

　
火
坑
か
ら
光
明
を
放
ち
な
が
ら
飛
翔
す
る
千
手
観
音
出
現
の
場
面
を
描
く
。
千
手
観
音
は

北
向
山
の
桂
の
木
に
留
ま
り
、
衆
生
救
済
の
誓
願
を
た
て
た
。
石
亭
竹
本
興
は
、
旧
幕
臣
の

日
本
画
家
で
、
明
治
十
四(

一
八
八
一)

年
七
月
別
所
温
泉
萬
山
楼
に
滞
在
し
て
い
た
。

常
設
２
　
別
所
北
向
観
音
像
下
図

　
荒
井
寛
方
は
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画
模
写
事
業
の
主
任
画
家

に
選
任
・
従
事
し
た
。
軽
井
沢
で
孝
海
と
出
会
い
、
鬼
女
紅
葉
伝
説
を
「
常
楽
寺
縁
起
」
と

し
て
全
十
六
面
に
完
成
さ
せ
た
。
本
作
は
、
そ
の
折
り
描
い
た
北
向
観
音
の
下
絵
で
あ
る
。

常
設
３
　
慈
覚
大
師
円
仁
坐
像

　
北
向
観
音
・
常
楽
寺
開
祖
の
慈
覚
大
師
円
仁
の
像
で
あ
る
。
本
像
は
、
上
州
板
鼻
町
（
群

馬
県
安
中
市
）
仏
師
の
制
作
で
、
胎
内
墨
書
に
「
上
州
板
鼻
宿
／
定
朝
四
拾
三
代
京
仏
師
」

と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
を
名
乗
る
仏
師
は
、市
内
に
他
例
が
あ
り
、名
を
「
田
中
兵
助
」
と
す
る
。

常
設
４
　
紺
紙
金
銀
字
交
書
華
厳
経
断
簡

　
紺
色
の
染
紙
に
銀
泥
で
界
線
を
引
き
、
金
泥
と
銀
泥
で
書
写
し
た
経
典
の
断
簡
で
、『
華

厳
経
』
六
十
巻
本
の
第
十
巻
第
五
行
目
に
あ
た
る
。
紺
紙
金
銀
交
書
の
例
は
、
東
大
寺
正
倉

院
文
書
に
も
み
ら
れ
、
奈
良
時
代
頃
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

常
設
５
　
法
華
経

　
福
岡
県
の
四
王
寺
跡
か
ら
出
土
し
た
経
筒
に
納
め
ら
れ
た
法
華
経
と
伝
わ
る
。
細
か
く
詰

ま
っ
た
速
書
き
の
文
字
は
、
末
法
の
終
末
観
、
あ
る
い
は
極
楽
か
地
獄
か
と
い
う
臨
終
観
か

ら
く
る
切
迫
感
を
感
じ
さ
せ
る
、

常
設
６
　
銅
鋳
製
経
筒

　
平
安
時
代
後
期
、
全
国
で
盛
ん
に
経
塚
が
造
営
さ
れ
、
書
写
さ
れ
た
経
典
を
納
め
た
経
筒

が
埋
納
さ
れ
た
。
こ
の
経
筒
は
福
岡
県
出
土
と
伝
わ
り
、
畿
内
以
外
で
は
、
北
部
九
州
で
経

塚
造
営
が
流
行
し
て
い
る
。

常
設
７
　
阿
弥
陀
三
尊
立
像

　
い
わ
ゆ
る
善
光
寺
式
阿
弥
陀
如
来
三
尊
で
あ
る
。
下
方
の
男
女
は
、
イ
ン
ド
毘
舎
離
国
の

月
蓋
長
者
と
如
是
姫
親
子
で
、
月
蓋
長
者
は
釈
迦
の
教
え
を
聞
こ
う
と
は
し
な
か
っ
た
が
、

娘
の
如
是
姫
が
大
熱
病
と
な
る
に
及
ん
で
釈
迦
に
救
い
を
求
め
、
釈
迦
は
西
方
浄
土
の
阿
弥

陀
如
来
に
祈
る
よ
う
に
諭
し
、
そ
の
お
か
げ
で
病
が
治
っ
た
と
い
う
説
話
に
も
と
づ
く
。
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常
設
８
　
観
音
経
浄
土
曼
陀
羅
図(

当
麻
曼
荼
羅)

　
天
平
宝
字
四
（
七
六
三
）
年
作
の
奈
良
県
当
麻
寺
の
国
宝
当
麻
曼
荼
羅
図
の
縮
小
模
本
で

あ
る
。
中
央
に
西
方
極
楽
浄
土
、
左
側
に
阿
闍
世
太
子
の
悪
逆
物
語
、
右
側
に
浄
土
世
界

の
観
想
手
法
、
下
方
に
は
九
品
往
生
が
描
か
れ
る
。
依
田
学
海
の
「
常
楽
寺
浄
土
曼
多
羅

記
」
に
よ
る
と
、
明
治
の
初
め
、
天
台
宗
務
を
東
京
に
移
す
議
論
が
起
こ
っ
た
際
、
常
楽
寺

五
十
三
世
義
逢
が
紛
議
を
収
束
さ
せ
た
功
に
よ
っ
て
、
天
台
座
主
か
ら
贈
ら
れ
た
と
い
う
。

常
設
９
　
阿
弥
陀
如
来
立
像

　
頭
体
幹
部
は
ヒ
ノ
キ
の
一
材
製
で
前
後
に
割
矧
ぐ
。
肉
髻
が
低
く
、
髪
際
が
ゆ
る
く
カ
ー

ブ
す
る
の
は
鎌
倉
時
代
の
特
徴
で
あ
る
。
右
胸
前
に
覆
肩
衣
の
た
る
み
を
表
わ
し
て
、
下
腹

部
に
Ｕ
字
の
衣
文
を
繰
り
返
し
、
両
脚
部
に
対
称
の
双
曲
線
を
配
す
る
の
は
、
快
慶
の
安
阿

弥
様
の
形
式
で
あ
る
。
江
戸
時
代
補
作
の
厨
子
の
扉
左
右
に
は
善
導
と
法
然
が
描
か
れ
る
。
　
　
　
　
　
　

常
設
　
　
地
蔵
菩
薩
立
像

　
本
像
は
近
年
ま
で
将
軍
塚
前
の
七
苦
離
地
蔵
堂
の
本
尊
で
あ
っ
た
。
現
在
の
玉
眼
は
後
世

に
嵌
入
さ
れ
た
も
の
で
、
当
初
は
彫
眼
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
顔
の
各
部
位
が
下
方
中

央
に
寄
っ
て
い
て
、
若
い
端
整
な
顔
つ
き
で
あ
る
。
肉
身
の
起
伏
は
滑
ら
か
で
、
体
の
奥
行

き
も
極
め
て
薄
く
、
衣
文
線
も
浅
く
穏
や
か
で
、
平
安
時
代
後
期
彫
刻
の
特
徴
を
示
す
。

常
設
　
　
不
動
明
王
立
像

　
岩
座
に
倶
利
迦
羅
竜
の
巻
き
つ
い
た
剣
を
執
る
不
動
明
王
と
衿
褐
羅
・
制
多
迦
二
童
子
が

立
つ
。
不
動
が
開
目
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
瞳
が
一
方
は
天
、
一
方
は
地
に
向
く
天
地
眼
に
表

さ
れ
て
い
る
点
も
面
白
い
。
岩
座
の
隅
や
衿
褐
羅
の
肉
身
な
ど
、 

一
部
に
補
彩
が
あ
る
も
の

の
、
室
町
中
期
の
作
例
で
あ
る
。

常
設
　
　
五
大
尊
像

　
中
央
に
不
動
明
王
、
向
か
っ
て
右
下
に
降
三
世
、
右
上
に
軍
茶
利
、
左
上
に
大
威
徳
、
左

下
に
金
剛
夜
叉
の
明
王
を
配
し
た
五
大
尊
（
明
王
）
図
で
あ
る
。
五
大
尊
は
公
家
や
宮
中
の

修
法
に
多
く
用
い
ら
れ
た
。
古
来
は
、
各
尊
と
も
独
立
の
画
幅
に
表
さ
れ
て
い
た
が
、
時
代

が
降
る
に
つ
れ
て
併
せ
て
描
く
よ
う
に
な
っ
た
。室
町
中
期
を
降
ら
な
い
作
品
と
思
わ
れ
る
。

常
設
　
　
名
誉
十
八
番 

紅
葉
狩

　「
名
誉
十
八
番
」
は
、
江
戸
時
代
の
歌
舞
伎
俳
優
七
代
目
市
川
團
十
郎
が
定
め
た
十
八
演

目
「
歌
舞
伎
十
八
番
」
の
別
称
で
あ
る
。
本
作
は
、
そ
の
一
演
目
「
紅
葉
狩
」
の
名
場
面
、

鬼
女
が
平
維
茂
を
襲
う
直
前
の
一
瞬
を
描
い
て
い
る
。
右
田
年
英
は
、
明
治
か
ら
大
正
時
代

に
か
け
て
、
浮
世
絵
を
後
世
に
残
す
た
め
に
尽
力
し
た
、
心
意
気
の
あ
る
浮
世
絵
師
で
あ
る
。

常
設
　
　
平
維
茂
　
戸
隠
山
鬼
女
退
治
之
図

　
妖
し
げ
な
笑
み
の
紅
葉
の
顔
は
、
水
面
に
鬼
の
表
情
と
し
て
映
る
。
紅
葉
の
正
体
に
気
付

い
た
維
茂
は
静
か
な
表
情
で
臨
戦
体
制
に
入
っ
て
い
く
。
作
者
の
月
岡(

大
蘇)

芳
年
は
、

右
田
年
英
の
師
で
、
歌
舞
伎
の
残
酷
シ
ー
ン
や
「
戊
辰
戦
争
」
の
戦
場
等
を
題
材
に
し
た
無

残
絵
か
ら
「
血
ま
み
れ
芳
年
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

常
設
　
　
慈
眼
視
衆
生

　
法
華
経
普
門
品
の
言
葉
で
、
観
音
の
眼
は
半
分
開
い
て
半
分
は
閉
じ
て
い
る
。
開
い
た
半

分
は
、
慈
悲
の
眼
で
あ
り
、 

閉
じ
た
半
分
は
、
常
に
内
省
し
て
い
る
眼
と
い
わ
れ
る
。
半
田

孝
海(

一
八
八
六
〜
一
九
七
四)

は
、
宗
教
家
と
し
て
日
本
の
戦
争
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た

悔
恨
か
ら
、
人
道
支
援
と
核
兵
器
廃
絶
に
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
だ
。

常
設
　
　
道
心
之
中
有
衣
食

　
こ
の
名
号
は
、
仏
道
を
究
め
よ
う
と
す
る
心
が
あ
れ
ば
、
生
活
は
自
ず
と
成
る
も
の
、
と

い
う
伝
教
大
師
最
澄
の
言
葉
で
あ
る
。
孝
淳(

一
九
一
七
〜
二
〇
一
五)

は
、
孝
海
の
長
子

と
し
て
生
ま
れ
、
昭
和
三
十
六(

一
九
六
一) 

年
に
常
楽
寺
住
職
、
天
台
宗
探
題
・
曼
殊
院

門
跡
門
主
を
歴
任
し
、平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
に
第
二
五
六
世
天
台
座
主
に
就
任
す
る
。
　

常
設
　
　
徳
川
家
康
日
課
念
仏

　
家
康
は
浄
土
信
仰
に
篤
く
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
名
号
を
日
々
書
き
連
ね
た
。
三
紙
、

六
段
、
各
段
百
十
一
返
で
、
六
百
六
十
六
返
を
記
し
て
い
る
。
第
二
紙
末
に
「
慶
長
十
七
年

六
月
九
日
家
康
」（
一
六
一
二
年
）「
八
月
十
七
日
家
康
」
な
ど
の
記
が
見
出
さ
れ
る
。

常
設
　
　
金
銅
盤
・
五
鈷
杵

　
盤
は
大
壇
や
密
壇
上
に
お
い
て
五
鈷
鈴
と
五
鈷
杵
、
三
鈷
杵
、
独
鈷
杵
を
安
置
す
る
台
で

あ
る
。
本
件
は
、
古
い
形
式
を
追
っ
て
い
る
鎌
倉
時
代
の
作
と
思
わ
れ
る
。
五
鈷
杵
は
、
密

教
法
具
の
金
剛
杵
の
一
種
で
、
本
来
は
イ
ン
ド
の
武
器
で
あ
り
、
仏
教
で
は
煩
悩
を
や
ぶ
り
、

仏
性
の
智
光
を
表
す
意
味
で
用
い
る
。
室
町
時
代
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。

常
設
　
　
金
銅
六
器

　
六
器
は
仏
前
供
養
の
器
で
、
高
台
の
つ
い
た
小
碗
に
台
皿
を
備
え
、
六
個
を
一
具
と
す
る
。

こ
の
六
器
は
銅
製
で
装
飾
を
施
さ
な
い
素
文
で
あ
る
が
、
口
縁
部
が
や
や
開
き
ぎ
み
で
、
形

式
化
が
み
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
末
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
作
と
推
測
さ
れ
る
。

特
別
展
示
　
十
不
二
門
文
心
解
　【
写
真 

金
沢
文
庫
提
供
】

　
正
応
五(

一
二
九
二)
年
信
乃(

濃)

国
塩
田
別
所
常
楽
寺
書
写
と
の
奥
書
が
あ
り
、
常

楽
寺
の
存
在
が
具
体
的
な
年
紀
を
も
っ
て
歴
史
上
に
表
れ
た
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。


